
  

人口減少時代の地域再生と多世代交流・共生のまちづくり 

                                    静 岡 県 地 方 自 治 研 究 所 総 会 記 念 講 演 会 

  人口減少が身近な地域社会においても目に見える現象となってきた。空き家・空き店舗の急増、独り暮らしの高齢者の増加と孤独死など。地域の高齢 

化は、地域防災・防犯への不安を高めています。 

それと共に、中学・高校・大学などの地域教育への期待は高まり、地域の担い手やコミュニティ活動を補完する役割を若者世代に期待する自治体が増

えています。女性や若者の就業に対する地域産業界の期待も高まる一方です。だが、自治体・産業界と若者・学校との期待が合致しなければ、多世代が

共生し平和な社会を展望することは難しいといえます。では、どうしたら良いのだろうか。 

近年の自治体による若者政策、学校の地域連携型教育の成果や課題を検証し、人口減少時代の地域再生を展望した多世代交流・共生の課題、地域経済

の再生のあり方を参加者の皆さんと共に考えてみたいと思います。 

 

講演会はどなたでも参加自由です。どうぞご参加を！

日時 ２０１７年７月１日(土) １３：３０～１６：３０ 

会場 あざれあ ５階５０２会議室 

    講師 鈴木 誠 愛知大学教授  
＊後半の３時半からは研究所の総会、５時からは「祝うつどい」（１階のレストラン）を行います 
主催  静岡県地方自治研究所     連絡先 電話 ０５４－２８２－４０６０                

 

 

 


